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【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年3月11日(2008.3.11)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　　　【特許請求の範囲】
　　【請求項１】
　化１で表される化学式を有する置換ピペラジン化合物。
【化１】

（ここで、式中のｍは１、２または３で、
ｑはＮＨ、ＯまたはＳで、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、各々独立に、水素、ハロ（halo）、ＮＯ２、ＣＦ３

、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、ＳＯ２Ｒ２２、ＳＯ２

Ｎ（Ｒ２０）２、ＮＲ２０ＣＯ２Ｒ２２、ＮＲ２０ＣＯＮ（Ｒ２０）２、ＣＯＲ２０、Ｃ
Ｏ２Ｒ２０、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、ＮＲ２０ＳＯ２Ｒ２２、Ｃ１－１５アルキル、Ｃ２－

１５アルケニル、Ｃ２－１５アルキニル、ヘテロシクリル、アリール、及びヘテロアリー
ルよりなる群から選択され、ここでアルキル及びアリール置換基はハロ（halo）、ＮＯ２

、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、及びＳＯ２Ｒ
２２よりなる群から選択される任意の１置換基で置換されていてもよく、また、Ｒ１とＲ
２又はＲ２とＲ３又はＲ３とＲ４又はＲ４とＲ５は、それらが結合している炭素と一緒に
なって、場合によりアルキル、トリフルオロアルキル、アルコキシ、又はハロゲンで置換
されていてもよい６員芳香環を形成してもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、Ｃ１－４アルキル、又はアリールよりなる群から
選択され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２

０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（Ｒ２０）２又はアリールよりなる群から選
択される１個の置換基で置換されていてもよく、またＲ９とＲ１０は一緒になってカルボ
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ニルを形成してもよく、又はＲ１１とＲ１２は一緒になってカルボニルを形成してもよく
、又はＲ１３とＲ１４は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１５とＲ１６

は一緒になってカルボニルを形成してもよいが、ただしＲ１１とＲ１３又はＲ９とＲ１５

又はＲ９とＲ１１又はＲ１１とＲ１５又はＲ９とＲ１３は、一緒になって１～３個の炭素
原子を含む環を形成してもよく、
Ｒ１７は、水素、ハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、
Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、ＳＯ２Ｒ２２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ２０）２、ＮＲ２０ＣＯ２Ｒ２２、ＮＲ２

０ＣＯＮ（Ｒ２０）２、ＣＯＲ２０、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、ＮＲ２０ＳＯ

２Ｒ２２、Ｃ１－１５アルキル、Ｃ２－１５アルケニル、Ｃ２－１５アルキニル、ヘテロ
シクリル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択される１～３個の置換基で
置換されていてもよいヘテロアリールであり、ここでアルキル及びアリール置換基は場合
によりハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ
２２、又はＳＯ２Ｒ２２よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよく
、
Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－１５アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択
され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、アルキル、モノ－もしくは
ジアルキルアミノ、アルキル、ＣＮ、－Ｏ－Ｃ１－６アルキル、又はＣＦ３よりなる群か
ら選択される１個の置換基で置換されていてもよく、そして、Ｒ２２は、Ｃ１－１５アル
キル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択され、ここでアルキル及びアリ
ール置換基は場合によりハロ、アルキル、モノアルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アル
キルアミド、アリールアミド、ヘテロアリールアミド、ＣＮ、Ｏ－Ｃ１－６アルキル、Ｃ
Ｆ３又はヘテロアリールよりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい
。）
　　【請求項２】
　ｑがＮＨ又はＯであることを特徴とする請求項１の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ハロ、ＣＦ３、ＣＮ、
ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（
Ｒ２０）２、Ｃ１－８アルキル、Ｃ２－８アルケニル、Ｃ２－８アルキニル、ヘテロシク
リル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択され、ここでアルキル及びアリ
ール置換基は場合によりハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０

）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、又はＳＯ２Ｒ２２よりなる群から選択される１個の置換基で置換
されていてもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、又はＣ１－４アルキルよりなる群から選択され、ここでＲ９とＲ
１０は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１１とＲ１２は一緒になってカ
ルボニルを形成してもよく、又はＲ１３とＲ１４は一緒になってカルボニルを形成しても
よく、又はＲ１５とＲ１６は一緒になってカルボニルを形成してもよく、
Ｒ１７は、水素、ハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、
Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、ＳＯ２Ｒ２２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ２０）２、ＮＲ２０ＣＯ２Ｒ２２、ＮＲ２

０ＣＯＮ（Ｒ２０）２、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、ＮＲ２０ＳＯ２Ｒ２２、Ｃ

１－１５アルキル、Ｃ２－１５アルケニル、Ｃ２－１５アルキニル、ヘテロシクリル、ア
リール、又はヘテロアリールよりなる群から選択される１～３個の置換基で置換されてい
てもよいヘテロアリールであり、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、
ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、又はＳ
Ｏ２Ｒ２２よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよく、
そして、Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－１５アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群
から選択され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、アルキル、モノア
ルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルキル、ＣＮ、－Ｏ－Ｃ１－６アルキル、又はＣＦ

３よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい。）
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　　【請求項３】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｃ１

－５アルキル、Ｃ２－５アルケニル、又はＣ２－５アルキニルよりなる群から選択され、
ここでアルキル置換基は場合によりＣＦ３で置換されていてもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、又はＣ１－４アルキルよりなる群から選択され、ここでＲ９とＲ
１０は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１１とＲ１２は一緒になってカ
ルボニルを形成してもよく、又はＲ１３とＲ１４は一緒になってカルボニルを形成しても
よく、又はＲ１５とＲ１６は一緒になってカルボニルを形成してもよく、
Ｒ１７は、水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、Ｃ１

－８アルキル、Ｃ２－８アルケニル、Ｃ２－８アルキニル、アリール、又はヘテロアリー
ルよりなる群から選択される１～２個の置換基で置換されていてもよいヘテロアリールで
あり、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、又はＮ
（Ｒ２０）２よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよく、
そして、Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－８アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群か
ら選択され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、－Ｏ－Ｃ１－３アル
キル、又はＣＦ３よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい、
ことを特徴とする請求項１の化合物。
　　【請求項４】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｃ１

－３アルキル、Ｃ２－３アルケニル、又はＣ２－３アルキニルよりなる群から選択され、
ここでアルキルは場合によりＣＦ３で置換されていてもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はメチルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
又はＣ１－２アルキルよりなる群から選択され、ここでＲ９とＲ１０は一緒になってカル
ボニルを形成してもよく、又はＲ１１とＲ１２は一緒になってカルボニルを形成してもよ
く、又はＲ１３とＲ１４は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１５とＲ１

６は一緒になってカルボニルを形成してもよく、
Ｒ１７は、水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、Ｃ１

－５アルキル、Ｃ２－３アルケニル、Ｃ２－３アルキニル、アリール、又はヘテロアリー
ルよりなる群から選択される１～２個の置換基で置換されていてもよいヘテロアリールで
あり、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、又はＮ
（Ｒ２０）２よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよく、
そして、Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－５アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群か
ら選択され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、－ＯＭｅ、又はＣＦ

３よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい、
請求項１の化合物。
　　【請求項５】
　ｍが１であることを特徴とする請求項１の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２

０、又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択され、ここでアルキル置換基は場合により
ＣＦ３で置換されていてもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はメチルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
又はメチルよりなる群から選択され、ここでＲ９とＲ１０は一緒になってカルボニルを形
成してもよく、又はＲ１１とＲ１２は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ
１３とＲ１４は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１５とＲ１６は一緒に
なってカルボニルを形成してもよく、
Ｒ１７は、水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、Ｃ１
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－３アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択される１～２個の置換
基で置換されていてもよいヘテロアリールであり、ここでアルキル及びアリール置換基は
場合によりハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、又はＮ（Ｒ２０）２よりなる群から選択される１個
の置換基で置換されていてもよく、
そして、Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－３アルキル、又はアリールよりなる群から選択され、ここ
でアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、－ＯＭｅ、又はＣＦ３よりなる群から
選択される１個の置換基で置換されていてもよい。）
　　【請求項６】
　Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（
Ｒ２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、ＳＯ２Ｒ２２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ２０）２、ＮＲ２０ＣＯ２Ｒ
２２、ＮＲ２０ＣＯＮ（Ｒ２０）２、ＣＯＲ２０、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、
ＮＲ２０ＳＯ２Ｒ２２、Ｃ１－１５アルキル、Ｃ２－１５アルケニル、Ｃ２－１５アルキ
ニル、ヘテロシクリル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択される１～３
個の置換基で置換されていてもよい、Ｎ、Ｏ、又はＳよりなる群から各々選択される、１
～５個のヘテロ原子を含む縮合６，５員環系であるヘテロアリールであり、ここでアルキ
ル及びアリール置換基は場合によりハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、
Ｎ（Ｒ２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、又はＳＯ２Ｒ２２よりなる群から独立に選択される１
個の置換基で置換されていてもよい、
ことを特徴とする請求項１の化合物。
　　【請求項７】
　ｑがＮＨ又はＯであることを特徴とする請求項６の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ハロ、ＣＦ３、ＣＮ、
ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（
Ｒ２０）２、Ｃ１－８アルキル、Ｃ２－８アルケニル、Ｃ２－８アルキニル、ヘテロシク
リル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択され、ここでアルキル及びアリ
ール置換基は場合によりハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０

）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、又はＳＯ２Ｒ２２よりなる群から選択される１個の置換基で置換
されていてもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、Ｃ１－４アルキル、又はアリールよりなる群から選択され、ここ
でアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、
ＣＯＮ（Ｒ２０）２又はアリールよりなる群から選択される１個の置換基で置換されてい
てもよく、またＲ９とＲ１０は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１１と
Ｒ１２は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１３とＲ１４は一緒になって
カルボニルを形成してもよく、又はＲ１５とＲ１６は一緒になってカルボニルを形成して
もよいが、ただしＲ１１とＲ１３又はＲ９とＲ１５又はＲ９とＲ１１又はＲ１１とＲ１５

又はＲ９とＲ１３は、一緒になって１～３個の炭素原子を含む環を形成してもよく、
Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ
２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、ＳＯ２Ｒ２２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ２０）２、ＮＲ２０ＣＯ２Ｒ２

２、ＮＲ２０ＣＯＮ（Ｒ２０）２、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、ＮＲ２０ＳＯ２

Ｒ２２、Ｃ１－１５アルキル、Ｃ２－１５アルケニル、Ｃ２－１５アルキニル、ヘテロシ
クリル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択される１～３個の置換基で置
換されていてもよい、Ｎ、Ｏ、及びＳよりなる群から各々選択される、１～４個のヘテロ
原子を含む縮合６，５員環系であるヘテロアリールであり、ここでアルキル及びアリール
置換基は場合によりハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２

、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、又はＳＯ２Ｒ２２よりなる群から選択される１個の置換基で置換され
ていてもよく、
そして、Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－１５アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群
から選択され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、アルキル、モノア
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ルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルキル、ＣＮ、－Ｏ－Ｃ１－６アルキル、又はＣＦ

３よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい。）
　　【請求項８】
　ｑがＮＨ又はＯであることを特徴とする請求項６の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２

０、Ｃ１－５アルキル、Ｃ２－５アルケニル、又はＣ２－５アルキニルよりなる群から選
択され、ここでアルキル置換基は場合によりＣＦ３で置換されていてもよく、又はＲ１と
Ｒ２又はＲ２とＲ３又はＲ３とＲ４又はＲ４とＲ５は、それらが結合している炭素と一緒
になって、場合によりアルキル、トリフルオロアルキル、アルコキシ、又はハロゲンで置
換されていてもよい６員芳香環を形成してもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、Ｃ１－３アルキル、又はアリールよりなる群から選択され、ここ
でアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、Ｎ（Ｒ２０）２、及びアリールよりな
る群から選択される１個の置換基で置換されていてもよく、またここでＲ９とＲ１０は一
緒になってカルボニルを形成してもよく又はＲ１１とＲ１２は一緒になってカルボニルを
形成してもよいが、ただしＲ１１とＲ１３又はＲ９とＲ１５又はＲ９とＲ１１又はＲ１１

とＲ１５又はＲ９とＲ１３は、一緒になって１～３個の炭素原子を含む環を形成してもよ
く、
Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ（Ｒ２０

）２、Ｃ１－８アルキル、Ｃ２－８アルケニル、Ｃ２－８アルキニル、アリール、又はヘ
テロアリールよりなる群から選択される１～２個の置換基で置換されていてもよい、Ｎ、
Ｏ、又はＳよりなる群から選択される、１～３個のヘテロ原子を含む縮合６，５員環系で
あるヘテロアリールであり、ここでアルキル及びアリール置換基は場合により、独立にハ
ロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、又はＮ（Ｒ２０）２よりなる群から選択される１個の置換基で置
換されていてもよく、
そして、Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－８アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群か
ら選択され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、－Ｏ－Ｃ１－３アル
キル、又はＣＦ３よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい。）
　　【請求項９】
　ｑがＮＨ又はＯであることを特徴とする請求項６の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２

０、Ｃ１－３アルキル、Ｃ２－３アルケニル、又はＣ２－３アルキニルよりなる群から選
択され、ここでアルキル置換基は場合によりＣＦ３で置換されていてもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はメチルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、Ｃ１－３アルキル、又はアリールよりなる群から選択され、ここ
でアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、Ｎ（Ｒ２０）２、又はアリールよりな
る群から選択される１個の置換基で置換されていてもよく、またここでＲ９とＲ１０は一
緒になってカルボニルを形成してもよいが、ただしＲ１１とＲ１３又はＲ９とＲ１５又は
Ｒ９とＲ１１又はＲ１１とＲ１５又はＲ９とＲ１３は、一緒になって１～３個の炭素原子
を含む環を形成してもよく、
Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ（Ｒ２０

）２、Ｃ１－４アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択される１～
２個の置換基で置換されていてもよい、Ｎ、Ｏ、又はＳよりなる群から選択される、１～
２個のヘテロ原子を含む縮合６，５員環系であるヘテロアリールであり、ここでアルキル
及びアリール置換基は独立にハロ、ＣＦ３、又はＯＲ２０よりなる群から選択される１個
の置換基で置換されていてもよく、
そして、Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－５アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群か
ら選択され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、－ＯＭｅ、又はＣＦ
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３よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい。）
　　【請求項１０】
　ｑがＮＨ又はＯであることを特徴とする請求項６の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２

０、又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択され、ここでアルキル置換基は場合により
ＣＦ３で置換されていてもよく、またここでＲ２とＲ３は、それらが結合している炭素と
一緒になって、場合によりアルキル、トリフルオロアルキル、アルコキシ、又はハロゲン
で置換されていてもよい６員芳香環を形成してもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はメチルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
又はＣ１－２アルキルよりなる群から選択され、ここでアルキル置換基は場合によりＮ（
Ｒ２０）２、又はアリールよりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよ
く、又はここでＲ９とＲ１０は一緒になってカルボニルを形成してもよく、
Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ（Ｒ２０

）２、Ｃ１－３アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択される１～
２個の置換基で置換されていてもよい、Ｎ、Ｏ、又はＳよりなる群から選択される、１～
２個のヘテロ原子を含む縮合６，５員環系であるヘテロアリールであり、ここでアルキル
及びアリール置換基は独立にハロ、ＣＦ３、又はＯＲ２０よりなる群から選択される１個
の置換基で置換されていてもよく、
そして、Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－３アルキル、又はアリールよりなる群から選択され、ここ
でアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、－ＯＭｅ、又はＣＦ３よりなる群から
選択される１個の置換基で置換されていてもよい。）
　　【請求項１１】
　ｑがＯであり、
そして、Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ
（Ｒ２０）２、Ｃ１－３アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択さ
れる１～２個の置換基で置換されていてもよい、インドール、ベンゾチアゾール、及びベ
ンゾオキサゾールよりなる群から選択される縮合６，５員環系であるヘテロアリールであ
り、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、ＣＦ３、又はＯＲ２０よりな
る群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい、
ことを特徴とする請求項１０の化合物。
　　【請求項１２】
　ｑがＯであることを特徴とする請求項１０の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ＣＦ３、ＯＲ２０、又
はＣ１－２アルキルよりなる群から選択され、ここでＲ２とＲ３は、それらが結合してい
る炭素と一緒になって、場合によりアルキル、トリフルオロアルキル、アルコキシ、又は
ハロゲンで置換されていてもよい６員芳香環を形成してもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々水素であり、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
又はＣ１－２アルキルよりなる群から選択され、ここでＲ９とＲ１０は一緒になってカル
ボニルを形成してもよく、
Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ（Ｒ２０

）２、Ｃ１－３アルキル、又はアリールよりなる群から選択される１個の置換基で置換さ
れていてもよい、インドール、ベンゾチアゾール、及びベンゾオキサゾールよりなる群か
ら選択される縮合６，５員環系であるヘテロアリールであり、ここでアルキル及びアリー
ル置換基は場合によりハロ又はＣＦ３よりなる群から選択される１個の置換基で置換され
ていてもよく、
そして、Ｒ２０は、Ｈ又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択される。）
　　【請求項１３】
　Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ（Ｒ２
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０）２、Ｃ１－３アルキル、又はアリールよりなる群から選択される１個の置換基で置換
されていてもよいベンゾチアゾールであり、ここでアルキル及びアリール置換基は場合に
よりハロ又はＣＦ３よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい、
ことを特徴とする請求項１２の化合物。
　　【請求項１４】
　Ｒ１７は、場合により水素、メチル又はフェニルよりなる群から選択される１個の置換
基で２－位が置換されていてもよいベンゾチアゾールであることを特徴とする請求項１２
の化合物。
　　【請求項１５】
　Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ（Ｒ２

０）２、Ｃ１－３アルキル、又はアリールよりなる群から選択される１個の置換基で置換
されていてもよい５－置換ベンゾチアゾールであり、ここでアルキル及びアリール置換基
は場合によりハロ又はＣＦ３よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていても
よく、
Ｒ２０は、Ｈ又はメチルよりなる群から選択される、
ことを特徴とする請求項１２の化合物。
　　【請求項１６】
　Ｒ１７は、場合により水素、メチル又はフェニルよりなる群から選択される１個の置換
基で２－位が置換されていてもよい５－置換ベンゾチアゾールであり、
そして、Ｒ２０は、Ｈ又はメチルよりなる群から選択される、
ことを特徴とする請求項１２の化合物。
　　【請求項１７】
　ｑがＯであることを特徴とする請求項１２の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ＯＲ２０、又はメチル
よりなる群から選択され、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々水素であり、
Ｒ１１及びＲ１５は各々水素又はメチルよりなる群から選択され、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１２

、Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ１６は各々水素であり、またＲ９とＲ１０は一緒になってカルボ
ニルを形成してもよく、
Ｒ１７は、２－位がメチルに置換された５－置換ベンゾチアゾールであり、
そして、Ｒ２０はＨである。）
　　【請求項１８】
　ｑがＯであることを特徴とする請求項１２の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ＯＲ２０、又はメチル
よりなる群から選択され、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々水素であり、
Ｒ１１及びＲ１５は各々水素又はメチルよりなる群から選択され、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１２

、Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ１６は各々水素であり、またＲ９とＲ１０は一緒になってカルボ
ニルを形成してもよく、
Ｒ１７は、２－位がフェニルに置換された５－置換ベンゾチアゾールであり、
そして、Ｒ２０はＨである。）
　　【請求項１９】
　ｑがＯであることを特徴とする請求項１２の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ＯＲ２０、又はメチルよりなる群か
ら選択され、またここでＲ２とＲ３は、それらが結合している炭素と一緒になって、場合
によりアルキル、トリフルオロアルキル、アルコキシ、又はハロゲンで置換されていても
よい６員芳香環を形成してもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々水素であり、
Ｒ１１及びＲ１５は各々水素又はメチルよりなる群から選択され、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１２

、Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ１６は各々水素であり、またＲ９とＲ１０は一緒になってカルボ
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ニルを形成してもよく、
Ｒ１７は、２－位がメチルに置換された５－置換ベンゾチアゾールであり、
そして、Ｒ２０はＨである。）
　　【請求項２０】
　Ｒ１７が、２－位がメチルに置換された５－置換ベンゾチアゾールである、請求項６又
は７又は８又は９又は１０又は１１あるいは請求項１２又は１３又は１４又は１５又は１
６の化合物。
　　【請求項２１】
　Ｒ１７が、２－位がフェニルに置換された５－置換ベンゾチアゾールである、請求項６
又は７又は８又は９又は１０又は１１又は１２又は１３又は１４又は１５、又は１６の化
合物。
　　【請求項２２】
　Ｒ１７が、場合により水素、ハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（
Ｒ２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、ＳＯ２Ｒ２２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ２０）２、ＮＲ２０ＣＯ２Ｒ
２２、ＮＲ２０ＣＯＮ（Ｒ２０）２、ＣＯＲ２０、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、
ＮＲ２０ＳＯ２Ｒ２２、Ｃ１－１５アルキル、Ｃ２－１５アルケニル、Ｃ２－１５アルキ
ニル、ヘテロシクリル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択される１～３
個の置換基で置換されていてもよい、１～４個の窒素原子を含む縮合６，６員環系である
ヘテロアリールであり、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、ＮＯ２、
ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、又はＳＯ２Ｒ２

２よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい、
ことを特徴とする請求項１の化合物。
　　【請求項２３】
　ｑがＯであることを特徴とする請求項２２の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ハロ、ＣＦ３、ＣＮ、
ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（
Ｒ２０）２、Ｃ１－８アルキル、Ｃ２－８アルケニル、Ｃ２－８アルキニル、ヘテロシク
リル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択され、ここでアルキル及びアリ
ール置換基は場合によりハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０

）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、又はＳＯ２Ｒ２２よりなる群から選択される１個の置換基で置換
されていてもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、Ｃ１－４アルキル、又はアリールよりなる群から選択され、ここ
でアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、
ＣＯＮ（Ｒ２０）２及びアリールよりなる群から選択される１個の置換基で置換されてい
てもよく、またＲ９とＲ１０は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１１と
Ｒ１２は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１３とＲ１４は一緒になって
カルボニルを形成してもよく、又はＲ１５とＲ１６は一緒になってカルボニルを形成して
もよいが、ただしＲ１１とＲ１３又はＲ９とＲ１５又はＲ９とＲ１１又はＲ１１とＲ１５

又はＲ９とＲ１３は、一緒になって１～３個の炭素原子を含む環を形成してもよく、
Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－１５アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択
され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、アルキル、モノアルキルア
ミノ、ジアルキルアミノ、アルキル、ＣＮ、－Ｏ－Ｃ１－６アルキル、又はＣＦ３よりな
る群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい。）
　　【請求項２４】
　ｑがＯであることを特徴とする請求項２２の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２

０、Ｃ１－５アルキル、Ｃ２－５アルケニル、又はＣ２－５アルキニルよりなる群から選
択され、ここでアルキル置換基は場合によりＣＦ３で置換されていてもよく、
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Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、Ｃ１－３アルキル、又はアリールよりなる群から選択され、ここ
でアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、Ｎ（Ｒ２０）２、及びアリールよりな
る群から選択される１個の置換基で置換されていてもよく、あるいはここでＲ９とＲ１０

は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１１とＲ１２は一緒になってカルボ
ニルを形成してもよいが、ただしＲ１１とＲ１３又はＲ９とＲ１５又はＲ９とＲ１１又は
Ｒ１１とＲ１５又はＲ９とＲ１３は、一緒になって１～３個の炭素原子を含む環を形成し
てもよく、
Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ（Ｒ２０

）２、Ｃ１－８アルキル、Ｃ２－８アルケニル、Ｃ２－８アルキニル、アリール、又はヘ
テロアリールよりなる群から選択される１～２個の置換基で置換されていてもよい、１～
３個の窒素原子を含む縮合６，６員環系であるヘテロアリールであり、ここでアルキル及
びアリール置換基は独立にハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、又はＮ（Ｒ２０）２よりなる群から
選択される１個の置換基で置換されていてもよく、
そして、Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－８アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群か
ら選択され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、－Ｏ－Ｃ１－３アル
キル、又はＣＦ３よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい。）
　　【請求項２５】
　ｑがＯであることを特徴とする請求項２２の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ＯＲ２０、又はメチル
よりなる群から選択され、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々水素であり、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
又はＣ１－２アルキルよりなる群から選択され、又はＲ９とＲ１０は一緒になってカルボ
ニルを形成してもよく、
Ｒ１７は、場合によりメチルで置換された１～２個の窒素原子を含む縮合６，６員環系で
あるヘテロアリールであり、
そして、Ｒ２０はＨである。）
　　【請求項２６】
　ｑがＯであることを特徴とする請求項２２の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素又はメチルよりなる群か
ら選択され、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々水素であり、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々水素であり、
Ｒ１７は、場合によりメチルで置換された１～２個の窒素原子を含む縮合６，６員環系で
あるヘテロアリールである。）
　　【請求項２７】
　Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（
Ｒ２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、ＳＯ２Ｒ２２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ２０）２、ＮＲ２０ＣＯ２Ｒ
２２、ＮＲ２０ＣＯＮ（Ｒ２０）２、ＣＯＲ２０、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、
ＮＲ２０ＳＯ２Ｒ２２、Ｃ１－１５アルキル、Ｃ２－１５アルケニル、Ｃ２－１５アルキ
ニル、ヘテロシクリル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択される１～３
個の置換基で置換されていてもよい、Ｎ、Ｓ、又はＯよりなる群から選択される、１～３
個のヘテロ原子を含む５又は６員環系であり、ここでアルキル及びアリール置換基は場合
によりハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ
２２、又はＳＯ２Ｒ２２よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい
、
ことを特徴とする請求項１の化合物。
　　【請求項２８】
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　ｑがＯであることを特徴とする請求項２７の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ハロ、ＣＦ３、ＣＮ、
ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（
Ｒ２０）２、Ｃ１－８アルキル、Ｃ２－８アルケニル、Ｃ２－８アルキニル、ヘテロシク
リル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択され、ここでアルキル及びアリ
ール置換基は場合によりハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０

）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、又はＳＯ２Ｒ２２よりなる群から選択される１個の置換基で置換
されていてもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、Ｃ１－４アルキル、又はアリールよりなる群から選択され、ここ
でアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、
ＣＯＮ（Ｒ２０）２、又はアリールよりなる群から選択される１個の置換基で置換されて
いてもよく、またＲ９とＲ１０は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１１

とＲ１２は一緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１３とＲ１４は一緒になっ
てカルボニルを形成してもよく、又はＲ１５とＲ１６は一緒になってカルボニルを形成し
てもよいが、ただしＲ１１とＲ１３又はＲ９とＲ１５又はＲ９とＲ１１又はＲ１１とＲ１

５又はＲ９とＲ１３は、一緒になって１～３個の炭素原子を含む環を形成してもよく、
Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ
２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２２、ＳＯ２Ｒ２２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ２０）２、ＮＲ２０ＣＯ２Ｒ２

２、ＮＲ２０ＣＯＮ（Ｒ２０）２、ＣＯＲ２０、ＣＯ２Ｒ２０、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、Ｎ
Ｒ２０ＳＯ２Ｒ２２、Ｃ１－１５アルキル、Ｃ２－１５アルケニル、Ｃ２－１５アルキニ
ル、ヘテロシクリル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択される１～３個
の置換基で置換されていてもよい、Ｎ、Ｓ、又はＯよりなる群から選択される、１～３個
のヘテロ原子を含む５又は６員環系であり、ここでアルキル及びアリール置換基は場合に
よりハロ、ＮＯ２、ＣＦ３、ＣＮ、ＯＲ２０、ＳＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ２

２、又はＳＯ２Ｒ２２よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよく、
Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－１５アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択
され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、アルキル、モノアルキルア
ミノ、ジアルキルアミノ、アルキル、ＣＮ、－Ｏ－Ｃ１－６アルキル、又はＣＦ３よりな
る群から選択される１個の置換基で置換されていてもよく、
そして、Ｒ２２は、Ｃ１－１５アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から
選択され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、アルキル、モノアルキ
ルアミノ、ジアルキルアミノ、アルキルアミド、アリールアミド、ヘテロアリールアミド
、ＣＮ、－Ｏ－Ｃ１－６アルキル、ＣＦ３又はヘテロアリールよりなる群から選択される
１個の置換基で置換されていてもよい。）
　　【請求項２９】
　ｑがＯであることを特徴とする請求項２７の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２

０、Ｃ１－５アルキル、Ｃ２－５アルケニル、又はＣ２－５アルキニルよりなる群から選
択され、ここでアルキル置換基は場合によりＣＦ３で置換されていてもよく、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々独立に、水素又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択され、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
、ＣＯＮ（Ｒ２０）２、Ｃ１－３アルキル、又はアリールよりなる群から選択され、ここ
でアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、Ｎ（Ｒ２０）２、及びアリールよりな
る群から選択される１個の置換基で置換されていてもよく、またここでＲ９とＲ１０は一
緒になってカルボニルを形成してもよく、又はＲ１１とＲ１２は一緒になってカルボニル
を形成してもよいが、ただしＲ１１とＲ１３又はＲ９とＲ１５又はＲ９とＲ１１又はＲ１

１とＲ１５又はＲ９とＲ１３は、一緒になって１～３個の炭素原子を含む環を形成しても
よく、
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Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ（Ｒ２０

）２、Ｃ１－８アルキル、Ｃ２－８アルケニル、Ｃ２－８アルキニル、アリール、又はヘ
テロアリールよりなる群から選択される１～２個の置換基で置換されていてもよい、Ｎ、
Ｓ、又はＯよりなる群から選択される、１～３個のヘテロ原子を含む５又は６員環系であ
り、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、又はＮ（
Ｒ２０）２よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよく、
そして、Ｒ２０は、Ｈ、Ｃ１－８アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群か
ら選択され、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、－Ｏ－Ｃ１－３アル
キル、又はＣＦ３よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい。）
　　【請求項３０】
　Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ（Ｒ２

０）２、Ｃ１－８アルキル、Ｃ２－８アルケニル、Ｃ２－８アルキニル、アリール、又は
ヘテロアリールよりなる群から選択される１～２個の置換基で置換されていてもよい、１
～２個の窒素原子を含む６員環であり、ここでアルキル及びアリール置換基は場合により
ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、又はＮ（Ｒ２０）２よりなる群から選択される１個の置換基で
置換されていてもよい、
ことを特徴とする請求項２９の化合物。
　　【請求項３１】
　ｑがＯであることを特徴とする請求項３０の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ＯＲ２０、又はメチル
よりなる群から選択され、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々水素であり、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
又はＣ１－２アルキルよりなる群から選択され、又はＲ９とＲ１０は一緒になってカルボ
ニルを形成してもよく、
Ｒ１７は、場合によりメチルで置換されていてもよい、１～２個の窒素原子を含む６員環
であり、
そして、Ｒ２０はＨである。）
　　【請求項３２】
　ｑがＯであることを特徴とする請求項３０の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素又はメチルよりなる群か
ら選択され、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々水素であり、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々水素であり、
そして、Ｒ１７は、場合によりメチルで置換されていてもよい、１個の窒素原子を含む６
員環である。）
　　【請求項３３】
　ｑがＮＨであり、
そして、Ｒ１７は、場合により水素、ハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）２、ＣＯＮ
（Ｒ２０）２、Ｃ１－３アルキル、アリール、又はヘテロアリールよりなる群から選択さ
れる１～２個の置換基で置換されていてもよい、Ｎ、Ｏ、又はＳよりなる群から選択され
る、１～２個のヘテロ原子を含む縮合６，５員環系であるヘテロアリールであり、ここで
アルキル及びアリール置換基は場合によりハロ、ＣＦ３、ＯＲ２０、又はＮ（Ｒ２０）２

よりなる群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい、請求項１０の化合物。
　　【請求項３４】
　ｑがＮＨである請求項１０の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素、ＣＦ３、ＯＲ２０、又
はＣ１－２アルキルよりなる群から選択され、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々水素であり、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々独立に、水素
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又はＣ１－２アルキルよりなる群から選択され、又はここでＲ９とＲ１０は一緒になって
カルボニルを形成してもよく、
Ｒ１７は、場合により水素、ＣＦ３、ＯＲ２０、Ｃ１－３アルキル、又はアリールよりな
る群から選択される１個の置換基で置換されていてもよい、ベンゾチアゾール、及びベン
ゾオキサゾールよりなる群から選択される縮合６，５員環系であるヘテロアリールであり
、ここでアルキル及びアリール置換基は場合によりハロ又はＣＦ３よりなる群から選択さ
れる１個の置換基で置換されていてもよく、
そして、Ｒ２０は、Ｈ又はＣ１－３アルキルよりなる群から選択される。）
　　【請求項３５】
　ｑがＮＨである請求項１０の化合物。
（ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は各々独立に、水素又はメチルよりなる群か
ら選択され、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は各々水素であり、
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６は各々水素であり、
そして、Ｒ１７は、場合によりメチルで置換されていてもよい、ベンゾチアゾール、及び
ベンゾオキサゾールよりなる群から選択される縮合６，５員環系であるヘテロアリールで
ある。）
　　【請求項３６】
　Ｎ－（２，６－ジメチル－フェニル）－２－（４－｛２－ヒドロキシ－３－［２－（３
－トリフルオロメチルフェニル）－ベンゾオキサゾール－５－イルオキシ］－プロピル｝
－ピペラジン－１－イル）アセトアミド、
２－｛４－［３－（ベンゾチアゾール－２－イルオキシ）－２－ヒドロキシ－プロピル］
－ピペラジン－１－イル｝－Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）アセトアミド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（２－メチルベ
ンゾチアゾール－５－イルオキシ）－プロピル］－ピペラジン－１－イル｝アセトアミド
、
４－（３－｛４－［（２，６－ジメチルフェニルカルバモイル）－メチル］－ピペラジン
－１－イル｝－２－ヒドロキシ－プロポキシ）－１Ｈ－インドール－２－カルボン酸アミ
ド、
２－｛４－［３－（ベンゾチアゾール－６－イルオキシ）２－ヒドロキシ－プロピル］－
ピペラジン－１－イル｝－Ｎ－（２，６－ジメチル－フェニル）アセトアミド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（２－メチル－
ベンゾチアゾール－６－イルオキシ）－プロピル］－ピペラジン－１－イル｝アセトアミ
ド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－｛２－ヒドロキシ－３－（２－メチル－
ベンゾチアゾール－５－イルオキシ）－プロピル｝－３，５－ジメチル－ピペラジン－１
－イル｝アセトアミド、
２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（２－メチル－ベンゾチアゾール－５－イルオキシ）
－プロピル］－ピペラジン－１－イル｝－Ｎ－（４－ヒドロキシ－フェニル）アセトアミ
ド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（２－フェニル
－ベンゾチアゾール－５－イルオキシ）－プロピル］－ピペラジン－１－イル｝アセトア
ミド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（２－フェニル
－ベンゾオキサゾール－５－イルオキシ）－プロピル］－ピペラジン－１－イル｝アセト
アミド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（２－フェニル－
ベンゾチアゾール－７－イルオキシ）－プロピル］－ピペラジン－１－イルアセトアミド
、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（２－メチル－
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ベンゾチアゾール－５－イルオキシ）－プロピル］－２－オキソ－ピペラジン－１－イル
｝アセトアミド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（２－メチル－
ベンゾオキサゾール－５－イルオキシ）－プロピル］－ピペラジン－１－イル｝アセトア
ミド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－（４－｛２－ヒドロキシ－３－［２－（４－ト
リフルオロメチル－フェニル）－ベンゾオキサゾール－５－イルオキシ］－プロピル｝－
ピペラジン－１－イル）アセトアミド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（キノキサリン
－２－イルオキシ）－プロピル］－ピペラジン－１－イル｝アセトアミド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（ピリジン－３
－イルオキシ）－プロピル］－ピペラジン－１－イル｝アセトアミド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（キノリン－４
－イルオキシ）－プロピル］－ピペラジン－１－イル｝アセトアミド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（イソキノリン
－５－イルオキシ）－プロピル］－ピペラジン－１－イル｝アセトアミド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（キノリン－６
－イルオキシ）－プロピル］－ピペラジン－１－イル｝アセトアミド、
Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－２－｛４－［２－ヒドロキシ－３－（２－メチル－
キノリン－７－イルオキシ）－プロピル］－ピペラジン－１－イル｝アセトアミド、
２－｛４－［３－（ベンゾチアゾール－２－イルアミノ）－２－ヒドロキシプロピル］ピ
ペラジニル｝－Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）アセトアミド、および
２－｛４－［３－（ベンゾオキサゾール－２－イルアミノ）－２－ヒドロキシプロピル］
ピペラジニル｝－Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）アセトアミド
よりなる群から選択される化合物。
　　【請求項３７】
　請求項１の化合物及び１以上の医薬用賦形剤を含んでなる、医薬組成物。
　　【請求項３８】
　医薬組成物が溶液剤の形態であることを特徴とする請求項３７の医薬組成物。
　　【請求項３９】
　医薬組成物が錠剤又はカプセル剤よりなる群から選択される形態であることを特徴とす
る請求項３７の医薬組成物。
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